
災害時の聴覚障害者への支援について 

 
財団法人全日本ろうあ連盟 

 
１． 財団法人全日本ろうあ連盟について 

 

 

２． 聴覚障害とは 

 

 

３． 災害の発生時、避難所等へ避難する際の必要な支援 

 

 

４． 避難所での生活での必要な支援 

 

 

５． 避難後、復興までの支援 

 

 

６． 当連盟の取り組み 

(1)阪神・淡路大震災における支援 

 

 

(2)阪神・淡路大震災後の取り組み 

 

 

７． 聴覚障害者の避難等への課題 

(1)阪神・淡路大震災での課題 

 

 

(2)聴覚障害者への支援と当事者としての備え 

 

 

(3）地域等の防災対策に聴覚障害者の参画を 

 

 

 

【参考資料】 

・日本聴力障害新聞 2010 年 2 月号 （1 面・10 面） 

 

・全日本ろうあ連盟・会員手帳：「聴覚障害者向け災害マニュアル」 
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障障障害害害者者者放放放送送送協協協議議議会会会シシシンンンポポポジジジウウウムムム   

障障障害害害者者者ととと災災災害害害   
 
 

日 時 ２０１０年３月１２日（金） 午後１２時３０分～４時３０分 
 

会 場 戸山サンライズ ２階 大研修室 （東京都新宿区戸山 1-22-1） 
 

参加費 無 料 
 

開催趣旨 災害時における障害者の支援や情報保障の取り組みについては、国の「災害時要援

護者避難支援ガイドライン」（改訂版）が平成 18（2006）年 3 月に出されて以降も、引き続

き各地で進められているところです。 

このシンポジウムでは、それらの取り組みの最新動向を紹介しながら、障害者が望んでいる

ことはなにか、各地でどのような経験が生まれているのか事例を出し合い交流し、今後の活動

の展望を探ります。 

 

プログラム（順不同・敬称略） 

１２：３０ 開 会 

基 調 説 明 矢澤 健司（障害者放送協議会 災害時情報保障委員長） 

 

１３：００ 国の取り組み 内閣府防災担当付参事官（災害応急対策担当） 山崎 一樹 

 

１３：３０ 被災地からの報告 ～2007 年新潟県中越沖地震の経験 

片桐 宣嗣（(社)新潟県手をつなぐ育成会理事長） 

 

１４：００ 取り組み事例 

       八幡 隆司（(特)ゆめ風基金理事） 

       棚橋 公郎（(福)岐阜アソシア 視覚障害者生活情報センターぎふ サービス課長） 

池松 麻穂、吉田めぐみ（(福)浦河べてるの家）／ 

河村 宏（国立障害者リハビリテーションセンター研究所） 

       （特）ＣＳ障害者放送統一機構 

 

      ○ファシリテーター 岩井 和彦（(特)全国視覚障害者情報提供施設協会理事長） 

 

１５：４５ 質疑応答とディスカッション 

 

１６：３０ 閉 会  

（途中休憩あり）                     ＊プログラムは変更する場合があります。 

 

主催 障害者放送協議会／(財)日本障害者リハビリテーション協会 

●東電生活協同組合 助成事業● 



●お申し込み、問い合わせ● 

申込用紙に必要事項をご記入のうえ、３月１日（月）までにＦＡＸ、Ｅメール、または電話にて

下記の連絡先までお申し込みください。（先着順・参加証などはお送りいたしません） 

 

事務局（日本障害者リハビリテーション協会内） 
 

電話：０３－５２９２－７６２８  ＦＡＸ：０３－５２９２－７６３０ 
 

E-mail: rehab@dinf.ne.jp 
http://www.normanet.ne.jp/~housou/0312/ 

 

「障害者と災害」申込用紙 

お名前 
 

ご所属 
 

ご連絡先 

住所 

 

 

電話              ＦＡＸ 

Ｅメール 

※シンポジウムに関するご連絡、今後のご案内等にのみ使用し、それ以外の目的に使用しません。

介助者 □ 同行する □ 同行しない 

必要事項にレ印をつけてください 

□手話通訳      □要約筆記      □磁気ループ     □点字資料 

□車いすスペース   □その他（                         ）

 

戸山サンライズ アクセス 

（東京都新宿区戸山 1-22-1） 

 

都バス 

■宿 74・新宿駅西口→東京女子医大行 

 （小田急ハルク前より・医療センター経由） 

■橋 63・山手線 新大久保駅→新橋駅行 

■橋 63・中央線 大久保駅→新橋駅行 

→国立国際医療センター前下車 徒歩 5 分 

 

地下鉄 

■東西線 早稲田駅下車 徒歩 10 分 

■大江戸線 若松河田駅下車 徒歩 8 分 
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